








要約 

4 例の新生児慢性肺疾患の児(気管支肺異形成 2例,Wilson-Mikity 症候群 2例)に対し在宅

酸素療法を施行した。4例中 3例はすでに酸素から離脱し,平均開始日齢は 358,平均離脱日

齢は 549 であった。離脱できた 3例について 2歳までの発育,発達を検討したところ在宅酸

素療法開始前後で発育面では大きな影響はなかったが,発達面ではよい影響がでたものと

思われた。家族の在宅酸素療法に対する評価は概ね好評で,新生児慢性肺疾患の児に対し在

宅酸素療法は十分施行可能であると思われた。 


